
 

FRH探究活動発表会（第２年次生の部）の報告 
 

◇ 「伝統」の英語プレゼンテーション 
 

  日 時 ： 令和５年３月１０日（金） ９：００～１２：００ 

  場 所 ： 関高等学校 

  方 法 ： ウェブ会議システムを利用した各教室へのオンライン配信 

 

 第１年次生の発表に続き、第２年次生が「SDGsと

くらし・いのち・きずな」をテーマに発表した。今回

も、昨年度に引き続き、英語を用いたプレゼンテーシ

ョンを代表グループが行い、司会を務めた２年生の

奥田翔悟さんをはじめ、多くの生徒が練習の成果を

発揮し、本校の伝統となりつつある英語での発表会

を見事に完成させた。 

 

◇ ２年次生発表グループ一覧 
 以下の８グループが、学年の代表として発表を行った。 

組 発表タイトル メンバー  概要 

1 Food Waste 

木村 優里 

鷲見 紗奈 

武山 堅太郎 

松岡 優月 

森 愛乃 

 世界的な問題として近年話題になっている「食品

ロス」ですが、原因は身近なところにあります。そ

れを踏まえて、私たちは高校生でもできる取り組み

を提案します。 

2 

Food Loss 

 -with Seki 

Company- 

足立 加奈 

後藤 敦朗 

羽生 隼規 

古川 茜 

三輪 大歩 

横田 絢音 

吉田 百花 

 SDGs12のフードロス問題に関して、家庭内での

フードロスの解決策や、関市の企業との共同企画の

提案など、身近な視点からフードロスの解決に迫り

ます!! 

3 
Let's Make 

TERAKOYA 

荒金 里彩 

板津 晃 

塩谷 美妃 

大洞 穂高 

笠原 陽平 

坂田 亜生 

 私たちはSDGs４「質の高い教育をみんなに」５

「ジェンダー平等を実現しよう」の観点から、子供

たちの教育格差をなくし、また働く両親の手助けが

出来る、寺子屋をつくることを提案しました。 
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4 INSECTERS 

石原 熙人 

梅村 涼太郎 

大竹 諒 

奥田 翔悟 

鷲見 樹 

仲村 春輝 

古田 和偉 

 昆虫食の利点と欠点と、昆虫食の生活への取り入

れ方の提案です。 

5 
Agriculture and 

Food Loss 

大山 小雪 

後藤 悠汰 

藤井 美来 

渡邉 一輝 

 私たちはフードロスの現状や、それによって起こ

る環境問題や飢餓問題、そして農業との関わりにつ

いて話します。またフードロス改善のために私たち

がすべきことを提案します。 

6 
No More Food 

Loss 

板津 瑛士 

大野 孝斗 

篠田 英兎 

辻 光琴 

矢島 拳心 

山本 亜季 

 食品ロスの対策として日常の食事で余る食材を

使ったレシピを複数考案しました。 

7 3R of Clothes 

上野 秀太 

兼村 一路 

玉置 蒼羽 

中島 唯花 

米本 滉 

渡邉 響 

 特にリサイクルに焦点をおき服の循環の現状に

ついて調べ、ユニクロさんにもお話を伺い自分たち

の見聞を広めました。そこでただ単に服を送り続け

ることが本当に正しいことなのかどうか問いかけ、

自分たちにできることを考え直しました。 

継

続

研

究 

Learn the 

Nature and Life 

of Gujo 

纐纈 陽向 

後藤 はるか 

酒向 都安 

須田 怜結菜 

藤城 佳那 

二村 真央 

 私たちは食品ロスや環境問題などの社会問題の

解決策として、ジビエを活用することを思いつきま

した。その中でも私たちは、郡上で駆除された鹿を

使って商品開発を行いました。ジビエをもっと身近

に感じられるようになることを願っています。 

  



◇ 発表会の様子（１，２年共通） 
 

 
概要発表の様子 

 
1年次生の発表 

 
1年次生の発表 

 
1年次生の発表 

 
1年次生の発表 

 
1年次生の発表 

 
1年次生の発表 

 
メイン会場 

 
２年次生の発表 

 
２年次生の発表 

 
２年次生の発表 

 オンラインで全校に配信す

るだけでなく、来賓の方々に

も多数お越しいただく中、緊

張しつつも、堂々と発表をし

ていました。 

  



◇ 探究活動発表会を聴いて 第２年次生の感想より 
 

 下の図は、第２年次生の感想をテキストマイニングにかけて分析し、感想文中で出現パターン

が似たのたものを図に表したものである。 

 まず赤枠で囲ったまとまりに注目すると、“食”をテーマとする生徒が多いことから予想でき

るように、食品ロスや料理に関する単語が多い。しかし、その中でも、「それぞれ」「違う」とい

った単語も見えてきており、同じ“食”をテーマとしつつも、各グループの研究方法や発表の仕

方などに違いを見出し、お互いの発表を聴き合って学び合う機会となったことが伺える。 

 また、「１年生」と関連の深いまとまり（青枠）に注目すると、１年次生の自由な発想による提

案に刺激を受けた生徒も多いことが読み取れる。後輩に対して模範となりつつも、後輩からも学

ぶ姿勢を忘れない生徒の姿が垣間見えた気がする。 

 
※以下、生徒の感想抜粋 

⚫ 内容もすごいものばかりでしたが、研究の進め方や、行動力にとても感心しました。私は来

年度も継続してシングルマザーの会について関市役所で発表する機会があるので、自分にな

い能力を取り入れて、より良い発表づくりに生かしたいと思いました。 

⚫ 2年生次の発表テーマがほとんどフードロスに関することだったのに、それぞれでちがう観

点からフードロスの話へとつながっていっていることが好印象だった。 

⚫ 1年生の発表は長良川鉄道の発表が愛に溢れていてとても見応え、聞き応えがあったし、長良

川鉄道を使っているので共感するところが多くてとても面白かった 

⚫ 廃校となった学校を活用する提案が印象に残りました。私は地域住民のつながりを強めるた

めの研究をしたけれど、規模が大きくなりがちだったので、地域に密着し、すぐにでも実行

できそうな内容を提案していて参考になりました。また、各教室ごとの活用方法が詳しく考

えられていてすごいと思いました。 


